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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 159 ― △267 ― △272 ― △298 ―

22年3月期第3四半期 515 ― △294 ― △293 ― △301 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △1,922.99 ―

22年3月期第3四半期 △3,433.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 410 △46 △11.8 △311.75

22年3月期 616 259 41.8 1,660.01

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  △48百万円 22年3月期  257百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 198 △67.8 △340 ― △347 ― △373 ― △2,405.00



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  155,337株 22年3月期  155,337株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  155,337株 22年3月期3Q  87,869株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績予想の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい
ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績の予想の前提となる条件及び業績予想の利用にあたっての注意事項等に
ついては、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、中国等のアジア圏向けを中心とした輸出・生産の増加か

ら、企業収益は改善基調にあり、設備投資は持ち直しつつあるものの、その改善ペースは緩やかでありま

す。また、欧米での景気停滞懸念などもあり、急激な円高、株安や雇用・所得情勢の厳しさも相まって、

雇用・所得環境も幾分和らいだものの厳しく、個人消費も駆け込み需要の反動によって弱まる等、景気は

足踏み状態にあります。  

 当社の属する業界では、企業のＩＴ関連投資は徐々に回復しつつあるものの、企業収益改善の鈍化もあ

り新規案件数の大幅な増加は見込めない状況である中、受注競争の激化や顧客のコスト意識の高まりと相

まって、案件当たりの売上額の低下等による不採算・低採算案件が増加する等、依然として厳しい状況が

続いております。   

 当社は、このような厳しい環境のもと、新経営体制を構築し、既存のセキュリティ商品の販売に加え

て、新しいソリューションやサービスの開発、また当社のITインフラナレッジと商社機能を活用した新規

事業の創出等にも積極的に取り組み、収益力の回復に努めて参りましたが、当初見込みの売上及び粗利益

の確保には至りませんでした。 

 以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高159百万円（前年同期比69.0％減）、営業損失267

百万円（前年同期実績294百万円の営業損失）、経常損失272百万円（前年同期実績293百万円の経常損

失）、四半期純損失298百万円（前年同期実績301百万円の四半期純損失）となりました。  

 セグメント別の業績については、当社はＩＴセキュリティ事業の単一セグメントであることから上述の

業績と同様となります。 

  

（1）貸借対照表に関する情報 

（資産） 

 流動資産は、前事業年度末に比べて166百万円減少し、200百万円となりました。 これは、主として

現金及び預金が67百万円、前渡金が33百万円、商品が113百万円減少したことによります。 

 固定資産は、前事業年度末に比べて39百万円減少し、209百万円となりました。 これは、主とし

て、ソフトウェア仮勘定が44百万円、保証金が25百万円減少したことによります。 

 この結果、総資産は、前事業年度末に比べて205百万円減少し、410百万円となりました。 

（負債） 

 流動負債は、前事業年度末に比べて2百万円減少し、345百万円となりました。 これは主として短期

借入金が145百万円の増加、前受金139百万円減少したことによります。 

 固定負債は、前事業年度に比べて102百万円増加し110百万円となりました。これは主として長期借入

金が106百万円増加したことによります。 

 この結果、負債合計は、前事業年度に比べて100百万円増加し456百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前事業年度に比べて306百万円減少し、46百万円の債務超過となりました。これは主

に四半期純損失の計上によるものであります。 

 （2）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物は33百万円(前年同四半期35百万円）となりま

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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した。 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果使用した資金は268百万円(前年同期は288百万円）となりました。これは主に四半期

純損失の計上、前受金の減少等によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金は50百万円（前年同期は132百万円）となりました。これは主に敷金の

差入、貸付金の貸付によるものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果獲得した資金は251百万円（前年同期は377百万円）となりました。これは主に短期借

入金及び長期借入金の借入によるものであります。 

  

平成23年３月期の業績予想につきましては、平成23年２月10日付にて発表いたしました業績予想から

変更はございません。  

 なお、詳細につきましては、平成23年２月10日付の適時開示「業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照ください。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 (3) 業績予想に関する定性的情報
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簡便な会計処理 

 ①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

      当第３四半期累計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化 

     がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定して 

     おります。 

    ②棚卸資産の評価方法 

       当第３四半期累計期間末の棚卸高の算出に関しては、実施棚卸を省略し、前事業年度 

     末の実施棚卸高を基礎として合理的方法により算出する方法によっております。 

      また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ 

     正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

    ③法人税等の算定方法 

      法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な 

     ものに限定する方法によっております。 

  

 （四半期貸借対照表関係） 

 資産除去に関する会計基準等の適用 

   当第３四半期累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

  平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用 

  指針21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

   なお、これによる、営業損失、経常損失、税引前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年3月期以降連続して

おり46百万円の債務超過に陥っております。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存

在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現するために、以下の施策を講じて実行して

参ります。  

(1)新経営計画の推進  

 当社は、当期における新たな経営計画を作成し、合理的な範囲において計画を実行に移しながら、事

業活動を推進しております。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営効率化を図る一環として、平成23年３月期の事業年度予算及び業務執行において諸経費

の見直しを継続的に行っており、引き続きコストのスリム化を実行していく所存です。また一方で、既

存事業の拡大及び新規事業の立ち上げに必要な人材の強化を図り、効率の良い経営体質の改善を図って

いく所存です。  

②新規事業の創出  

 当社は、当社のコア・コンピタンスである商社機能とのシナジーを発揮でき、早期に会社業績に寄与

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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するような新規事業の創出を進めていく所存です。具体的な新規事業といたしましては、今後引き続

き市場の拡大が期待できる通信業界において、固定回線と携帯回線の併用が可能な次世代型通信機器の

販売及び管理業務による付加価値の高い事業を推進しております。また、最近の独立志向の高まりを受

けて注目を集めているフランチャイズビジネスに対して、店舗展開支援業務やＩＴ化支援業務等を網羅

した包括的なチェーン展開支援事業の立ち上げを推進しております。その他、フランチャイズビジネス

における水平展開としてのカード決済ソリューションの提供や、当社が長年培ってきた商社機能を活か

した新たな輸出入ビジネス等の立ち上げに取り組む予定でおります。  

(2)資金計画  

 当社は、上述の新経営計画の推進に必要な資金については、早急に財務基盤の安定と営業損益の黒字

化を実現するために、短期的には借入又は増資等により調達していく方針であります。  
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3. 四半期財務諸表

(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 33,349 101,043

受取手形及び売掛金 550 15,744

商品及び製品 97,444 210,793

短期貸付金 30,000 8,000

前渡金 － 33,445

前払費用 4,977 3,903

預け金 28,045 －

未収消費税等 4,193 －

その他 4,721 223

貸倒引当金 △2,517 △5,956

流動資産合計 200,764 367,197

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 9,112 －

減価償却累計額 △507 －

有形固定資産合計 8,605 －

無形固定資産

ソフトウエア仮勘定 118,500 162,658

無形固定資産合計 118,500 162,658

投資その他の資産

投資有価証券 53,449 61,025

長期貸付金 30,000 －

破産更生債権等 1,225,930 1,218,530

その他 13,796 25,155

貸倒引当金 △1,240,930 △1,218,530

投資その他の資産合計 82,245 86,181

固定資産合計 209,350 248,839

資産合計 410,115 616,036
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 0 3,593

短期借入金 145,000 －

未払金 48,777 41,828

前受金 141,325 281,166

未払法人税等 8,656 6,702

未払消費税等 － 12,009

預り金 1,483 2,080

流動負債合計 345,242 347,380

固定負債

長期借入金 106,660 －

退職給付引当金 4,296 8,719

固定負債合計 110,956 8,719

負債合計 456,199 356,099

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,743 1,374,743

資本剰余金 1,067,043 1,067,043

利益剰余金 △2,477,258 △2,178,546

株主資本合計 △35,472 263,239

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △12,954 △5,378

評価・換算差額等合計 △12,954 △5,378

新株予約権 2,342 2,076

純資産合計 △46,083 259,937

負債純資産合計 410,115 616,036

インスパイアー㈱（2724）平成23年３月期第３四半期決算短信（非連結）

-7-



(2) 四半期損益計算書

 【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 515,030 159,514

売上原価 370,969 123,122

売上総利益 144,060 36,392

販売費及び一般管理費 ※ 438,198 ※ 303,514

営業損失（△） △294,137 △267,121

営業外収益

受取利息 479 3

為替差益 1,626 －

雑収入 381 156

営業外収益合計 2,486 159

営業外費用

支払利息 1,323 3,319

株式交付費 800 －

貸倒引当金繰入額 － 2,340

雑損失 0 223

営業外費用合計 2,123 5,884

経常損失（△） △293,774 △272,847

特別利益

貸倒引当金戻入額 12,827 300

特別利益合計 12,827 300

特別損失

事務所移転費用 － 8,532

貸倒引当金繰入額 － 16,919

投資有価証券売却損 20,000 －

特別損失合計 20,000 25,452

税引前四半期純損失（△） △300,946 △297,999

法人税、住民税及び事業税 712 712

法人税等合計 712 712

四半期純損失（△） △301,659 △298,711
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 【第３四半期会計期間】

(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 137,538 45,563

売上原価 98,253 33,311

売上総利益 39,284 12,252

販売費及び一般管理費 ※ 142,647 ※ 97,749

営業損失（△） △103,362 △85,497

営業外収益

受取利息 378 －

為替差益 △20 －

雑収入 － 52

営業外収益合計 358 52

営業外費用

支払利息 16 1,259

貸倒引当金繰入額 － 2,340

雑損失 － 223

営業外費用合計 16 3,823

経常損失（△） △103,021 △89,268

特別利益

貸倒引当金戻入額 △4,240 300

特別利益合計 △4,240 300

税引前四半期純損失（△） △107,262 △88,968

法人税、住民税及び事業税 237 237

法人税等合計 237 237

四半期純損失（△） △107,499 △89,205
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △300,946 △297,999

減価償却費 4,649 507

移転費用 － 6,300

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12,109 19,560

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） 20,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7,083 △4,422

受取利息 △479 △3

支払利息 1,323 3,319

長期前払費用の増減額（△は増加） 703 －

売上債権の増減額（△は増加） 191,274 15,193

たな卸資産の増減額（△は増加） 166,100 113,349

前受金の増減額（△は減少） △256,280 △139,841

前渡金の増減額（△は増加） － 3,445

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △27,716 20,209

仕入債務の増減額（△は減少） △63,574 △3,592

その他 △2,801 △1,558

小計 △286,940 △265,530

利息の受取額 7 3

利息の支払額 △1,307 △254

法人税等の支払額 － △2,604

営業活動によるキャッシュ・フロー △288,240 △268,386

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △384 △6,582

無形固定資産の取得による支出 △160,075 －

投資有価証券の取得による支出 △66,403 －

投資有価証券の売却による収入 132,571 －

貸付けによる支出 △119,500 △30,000

貸付金の回収による収入 81,115 －

敷金及び保証金の差入による支出 － △13,796

投資活動によるキャッシュ・フロー △132,676 △50,378

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 30,000 333,340

短期借入金の返済による支出 △57,470 △188,340

長期借入れによる収入 － 106,660

新株予約権の行使による株式の発行による収入 405,052 －

その他の支出 － △589

財務活動によるキャッシュ・フロー 377,582 251,070

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,334 △67,693

現金及び現金同等物の期首残高 78,483 101,043
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(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 35,148 ※ 33,349

インスパイアー㈱（2724）平成23年３月期第３四半期決算短信（非連結）

-11-



当第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

 
  

当社は、ＩＴセキュリティ事業の単一セグメントであるため該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当社は、営業損失の計上及び営業キャッシュ・フローのマイナス状況が平成15年3月期以降連続しており46百万円の債務超過に陥

っております。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

当社は、当該状況を改善し、早急に営業損益の黒字化を実現するために、以下の施策を講じて実行して参ります。  

(1)新経営計画の推進  

当社は、当期における新たな経営計画を作成し、合理的な範囲において計画を実行に移しながら、事業活動を推進しておりま

す。  

①経営効率化の維持  

 当社は、経営効率化を図る一環として、平成23年３月期の事業年度予算及び業務執行において諸経費の見直しを継続的に行っ

ており、引き続きコストのスリム化を実行していく所存です。また一方で、既存事業の拡大及び新規事業の立ち上げに必要な人

材の強化を図り、効率の良い経営体質の改善を図っていく所存です。  

②新規事業の創出  

 当社は、当社のコア・コンピタンスである商社機能とのシナジーを発揮でき、早期に会社業績に寄与するような新規事業の創

出を進めていく所存です。具体的な新規事業といたしましては、今後引き続き市場の拡大が期待できる通信業界において、固定

回線と携帯回線の併用が可能な次世代型通信機器の販売及び管理業務による付加価値の高い事業を推進しております。また、最

近の独立志向の高まりを受けて注目を集めているフランチャイズビジネスに対して、店舗展開支援業務やＩＴ化支援業務等を網

羅した包括的なチェーン展開支援事業の立ち上げを推進しております。その他、フランチャイズビジネスにおける水平展開とし

てのカード決済ソリューションの提供や、当社が長年培ってきた商社機能を活かした新たな輸出入ビジネス等の立ち上げに取り

組む予定でおります。  

(2)資金計画  

当社は、上述の新経営計画の推進に必要な資金については、早急に財務基盤の安定と営業損益の黒字化を実現するために、短期

的には借入又は増資等により調達していく方針であります。  

  

しかしながら、これらの対応策を講じても、当初計画どおり進まない可能性もあるため、現時点では継続企業の前提に関する重

要な不確実性が認められます。  

 なお、四半期財務諸表は継続企業を前提に作成されており、上述のような継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を、

四半期財務諸表に反映しておりません。  

 

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当社グループは、生産・受注の形態をとっておりません。 
  
   

当社は、ITセキュリティ事業の単一セグメントであるため、当第３四半期累計期間における 

販売実績を区分ごとに示すと、次のとおりであります。 

 
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
〈注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

4. 補足情報

(1) 生産、受注及び販売の状況

(1) 生産、受注実績

(2) 販売実績

区分 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

プロダクトセールス部門 24 ─

サポートサービス部門 134 ─

プロフェッショナルサービス部門 0 ─

合計 159 ─

相手先

当第３四半期累計期間 前第３四半期累計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

㈱フォーバル 80 50.4 ─ ─

㈱データコントロール 22 14.2 ─ ─
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